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 Fostering Globally-Minded Teachers
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令和５年度入学生対象
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【特定プログラム履修に関する注意事項】

○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した特定プログラムの授業科目履修が制限されることがある。

○特定プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。



授業の
方法

授業
時間

世界平和に向けた比較・国際教育学概論 2
1年生
１ﾀｰﾑ

必修 講義 30

異文化間コミュニケーション入門 2
1年生
１ﾀｰﾑ

必修 講義 30

教育とグローバルマインド
(1) 2

2年生
3ｾﾒ（集中）

必修 講義 30

英語授業の計画と指導 2
3年生

6ｾﾒ（集中）
必修 演習 30

異文化間教育のためのマイクロティーチング 2
3年生

6ｾﾒ（集中）
必修 演習 30

世界の教育・日本の教育 2
1年生
4ﾀｰﾑ

選択
必修

講義 30

IS教科書基礎研究 2
2年生
2ﾀｰﾑ

選択
必修

演習 30

国際的視座におけるポジティブ教育 2
1-4年生
2ターム

選択
必修

講義 30

教育における宗教文化と倫理 2
1-4年生

3ﾀｰﾑ
選択
必修

講義 30

異
文
化
体
験

科
目 海外フィールドスタディ

(2) 2
1年生

1ｾﾒ・2ｾﾒ
自由
選択

(0)
講義・
演習

30

留海
学外 グローバル教員養成演習

(3） 2
1年生

3ﾀｰﾑ以降
自由
選択

(0) 演習

18

グ
ロ
ー

バ
ル

マ
イ
ン
ド

育
成
科
目
B

6

グローバル教育観察実習
(1) 2

2年生
通年（集中）

グ
ロ
ー

バ
ル

マ
イ
ン
ド

育
成
科
目
A

教
育
方
法

に
関
す
る

科
目

6

4

必修

グローバル教員養成特定プログラム履修表

科目
区分

授業科目 単位数 履修期 履修区分
要習得
単位数

備考

実習 30

教
育
実
習
系

科
目

（３）本学が提供する留学プログラム等を活用した海外への留学を強く推奨する。

合　計

備考

（２）教養教育科目の一つである。

（１）本学部のミシガン州立大学留学プログラムを利用した単位認定を行う場合は履修期を限定しない。
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